
開 催 日 時

開 催 場 所

代　表　者 木下憲司

司　会　者 矢島真知子

報　告　者 伊関功滋、角井　基、藤野英明、土田弘之宣

記　録　者 永井真人、長谷川昇

参 加 人 数 22 名
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議員が役人のように話をしているように感じる。

主な意見・
要望等

（意見・要望等）

３月１１日の地震では避難者が多かった。マニュアルは全く役立たない。マ
ニュアル出してそれを信じていればいいというのは大間違い。

防災無線が聞こえず、避難勧告が伝わらなかった。仕方なく地元消防団やた
またま来ていた警察に依頼して避難勧告を周知してもらった。漁師は逃げな
い。

船をどの程度沖まで持って行ったらいいのか漁師も分からず困っている。調
査研究お願いしたい。

この辺りで一番高いのはソレイユの丘。長井で防災対策会議を２０人くらい
で開いている。地域と避難所と２グループに分けて話し合いをしている。

ハザードマップが出てくるのが８月下旬とのことだが、町内に配布するには
スケジュール的に間に合わない。ＨＰへの掲載も含めていつ出るのかなどの
情報が出たらなるべく早く知らせて欲しい。

１年で担当が変わっちゃうなど、人事異動が早すぎる。部がコロコロ変わっ
て困る。

税収滞納は前年度何パーセントであったか。

個人商店が次々につぶれている。お年寄りが買い物できない。この現状につ
いて市議の意見を聞きたい。

建設会社に開発許可を出した後、完成したのをチェックしているのか。完成
届けなどを出させるなどして完成までチェックすることが大事ではないか。
途中でやりっぱなしにして会社は逃げてしまう。登記もコロコロ変わってし
まっている。

久里浜にある東電火力発電所のガスタービンが再稼動しているが、電力供給
量の増量による市税の増額はどのくらい見込んでいるのか。その増額分を防
災費用に当てられないか。

火力発電所の隣の埋立地はどうなってるのか。

議会報告会報告書
平成２３年　７月１５日（金）　午後７時００分～８時３０分

西コミュニティセンター

出 席 議 員

（質疑）

一般会計から病院事業会計にどのくらい補填されているか。



主な意見・
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横須賀市議会議長　様

　　　　　　　代表者　　木下　憲司　　　　　　　

学校閉鎖後の跡地利用が決まらずそのままになっているところが多い。普通
の事業なら次の事業計画があってしかるべきではないか。

役所屋はいらないんじゃないか。７～８時まで働いているのは職員。そのく
らいの時間まで働けるなら市役所の窓口をそのくらいの時間までやればいい
ことでは。窓口業務を遅くまでやって、役所屋撤退すればその分予算が浮く
のでは。市役所の勤務体系を朝型と夜型のようフレックスのようにすれば労
働時間を増やすことなく対応できるのではないか。また、それぞれの公共料
金が違う窓口でないと払えないという現状はおかしい。

救急医療センターを議会で新港埠頭にもって行くようにしたのに、また議会
の一般質問で液状化などの件で市長に真意をただすというのは筋違いではな
いか。

平成23年7月29日

　　　上記のとおり報告します。


